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第 21回 理化学研究所 バイオリソース研究センター 実験植物検討委員会 
（2024年 1月 31日開催） 

評価・提言 
 

実験植物開発室（室長︓小林 正智） 
 
1. 事業実績について 
 
（1） 前回委員会（2022年開催）の指摘事項への対応は充分か 
 「事業の信頼性」、「事業の継続性」、「事業の先導性」、それぞれに対する指摘に対し、よく検討し、
適切な対応をとるべく準備を進めていることについて評価できる。 

 シロイヌナズナの収集・配布については、事業の信頼性は最高度に維持されていると思われる。 
 培養細胞に限らず、RNA-seq データなどの提供が進められているものの、遺伝子の発現プロファイルは、
研究者の努力だけでは処理しきれない変動が残る。提供されるデータの取得時の実験条件はもとより、
その変動を解析する手法を開発しようとすることは重要度が高い。一方、それがどのようなものになるのか
はまだ明確ではない。培養細胞などの健全性を評価できるようにするという点については多くの研究者の
コンセンサスが必要になるように思われる。 

 シロイヌナズナの栽培室から単離された細菌が植物の成長に与える影響を明らかにした研究も重要度
は大きい。植物の生育を促進するという内容に加えて、実験植物室での植物培養環境の解析を進め
ていることは信頼度を上げるであろう。一方、そのような細菌が存在することを明らかにしたことで、世界
中のリソースセンターや研究者にある意味での警告を与えたとも言える。植物共生菌との相互作用は農
学分野など応用分野においても今後発展すると考えられるので、引き続き注力して頂きたい。 

 植物種子のみならず、培養細胞でも低温などを用いた長期保存技術の開発を進めていることは重要で
ある。今後、技術的に安定なものから研究コミュニティに提供できれば、個々の研究室で確立されてい
る細胞株の長期保存にも重要な影響を与えると思われる。本分野における理研と農研機構間での情
報交換や技術交流が両者にとって有益ではないかと思う。 

 2023年 6月に日本で開催された第 33回国際シロイヌナズナ研究会議（ICAR2023）は、大きな
成功を収めた。これによりさらに BRC とその事業についても認知度が高まったものと思われる。 

 IPPN への参画、biotic な環境でのデータ蓄積の指摘事項について、ともに対応が可能か、妥当かの
検討を行っている。ゼニゴケ、ミナトカモジグサについてリソース提供の検討が順調にすすんでいる。 

 
（2） 令和 5年度の実績（バイオリソース整備事業・国際化・人材育成・情報発信なども含む）は世

界の主要なバイオリソースセンターの関連事業の水準に達しているか 
 2020 年のコロナ禍での停滞を除けば、提供事業、収集事業、栽培室関係、培養細胞関係、DNA
関係、品質管理等の分野において、ほぼ計画通りあるいは計画以上の成果を上げている。国際的に
みても第一級のリソース機関として活動しており、特に品質管理面では最高レベルにある。そのせいか利
用者の研究成果も高く、国際連携も進められている。 

 提供事業においては、コロナ禍が終了し、事業が通常状態に戻る中、提供実績はこの二年間十分に
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高いレベルが維持されている。種子について通常の８倍量の種子の請求を可能にしたということであるが、
この変更が本当に意味のあるものになっているかは検証した方が良いように思われる。 

 シロイヌナズナの cDNA クローンセットを廃止するというアナウンスに対して、急に多くのセットの提供依頼
が来たことへの対応等も、今後は提供数を限るなど、対処を考えておいても良いと思われる。 

 アクティベーションタグラインの提供中止も検討されているが、まだ有用性があるように思われるので、提
供は中止するとしても、タグラインの維持の検討を行ってほしい。 

 提供方法として、郵便以外の送付方法が断たれつつあるとのことだが、現状ではそれに対処することは
難しいと思われる。むしろ、国外のリソースセンターからの国内研究者への供給が困難になる可能性も
考えられるので、国際的リソース交換制度が維持できなくなったときの対処法についても検討していくと、
国内研究者にとって、BRCの存在がさらに重要になるものと思われる。 

 EMS 処理株の提供や変異体スクリーニングのサポートは、今後もしばらくは重要な実験手法と思われ
る。しかし、これらは BRC として行う業務なのか、あるいは別途考えるべきものかの切り分けが重要だと
思われる。 

 収集事業においては、野生株（特に日本産）の系統収集が行われており、これは今後重要な材料に
なる可能性が高い。どのくらい多くの研究室が野生系統を使った研究を進めるかはまだ不明の点があり、
種子の長期保存と組み合わせた取り組みが必要と思われる。培養細胞維持は、非常に大きな労力が
必要とされるので、長期保管のための超低温保存技術のさらなる開発が重要となるであろう。 

 シロイヌナズナの FOX 系統において、想定外の外来遺伝子の存在が見出されたとのことで、BRC なら
ではの高いレベルの品質管理業務が行われているということだと思われる。培養細胞においても、全細
胞株の遺伝子型検査や、バックアップ系統の検査が進められており、高い信頼度の提供事業が行われ
ている。 

 理研内で見出された植物成長に影響を与える細菌の発見はもとより、国内外との共同研究、あるいは
利用者の研究成果は着実な成果につながっている。 

 国際連携、広報・教育活動として、ICAR2023 の国内開催において重要な役割を果たしている。また、
次期国際プロジェクトに関するセッションを開催したこと、国際シロイヌナズナ研究推進会議(MASC)へ
の参画など、日本における植物研究者コミュニティの代表として、高いレベルの活動が続いている。 

 広報・教育活動も着実に進められているように見える。培養細胞の維持・実験手法のための動画作成
も進んでいるということで、負担は大きいと思われるが、BRC の今後の重要性を示すものになると思われ
る。 

 シロイヌナズナ種子、DNAの提供については、第 5期NBRPの 2023年度目標を大幅に超える実績
を挙げ、すでに第４期中長期計画の目標を達成している。 

 収集事業として、令和 5 年度の種子、DNA、培養細胞の取集実績は集計過程ではあるものの、第
４期中長期計画の収集目標は達成できる見込みである。 

 種子の品質管理については主要な供与 DNA配列を一括して確認できる検査方式を確立させ、想定
外の供与 DNA 導入や、予期せぬ組換え種子混入を効率的に検出することが可能となった。培養細
胞については全細胞株の遺伝子型検査を年１回行い、取り違いの防止に努めている。また、バックアッ
プ保存体制も充実させている。 

 利用者の研究成果として、PNAS、Nature Communなど一流誌に掲載されている。 
 研究ラボの閉鎖の際に、重要な種子を寄託されたことは、重要な資源の散逸や消滅回避の観点から
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評価すべき実績である。 
 NBRP の他の植物リソース事業や関連する国際事業との連携においてもリーダーシップを発揮していた
だくことを期待する。 
 

（3） 令和 5年度の活動は、理研 BRC の第 4期中長期計画（2018年度～2024年度の 7
年間）に沿い適切か、また、センターの発展に貢献したか 

 現状では、第 4 期中長期計画の前半でコロナ禍により、かなりの活動自粛を求められたにもかかわらず、
2022 年以降の活動は十分に高いレベルで進められていると考えられる。シロイヌナズナ種子及び培養
細胞の収集・公開においては、保存方法の改良による徹底した管理、データベースの整備等により、他
の植物リソース機関ではなしえない高品質・高付加価値の提供を行っている。ユーザーとなる植物科学
研究者のニーズに十分応えることができていると評価する。BRC の第 4期中長期計画に沿っており、セ
ンターの発展に貢献している。 

 バイオリソースの最も効率的かつ効果的な利活用を推進するために、最先端の取り扱い技術と情報も
提供し、厳格な品質検査を施し、実験結果の再現性が確保された世界最高水準の品質のバイオリソ
ースを提供するという BRC のコンセプトに即して活動し、適切であり、かつ、BRC の発展に貢献してい
る。 

 
2. 事業計画について 

 
（1） 令和 6年度の計画は理研 BRCの第 4期中長期計画に沿い適切か、また、センターの発展に

貢献するか 
 

 令和 6 年度は、第 5 期中長期計画に、現状の活動を上手く乗せるための準備期間と考えられる。
BRC と実験植物開発室の活動をどのように情報科学と結びつけていくのかが課題となることは理解でき
るが、その成果が利用者の希望とどのようにマッチするかは簡単ではない。BRC にとって意味のある情報
科学技術の開発が期待される。 

 RIPPS を用いた表現型情報データを、乾燥ストレスから、さらに塩ストレスや高温ストレスに広げて進め
るということだが、乾燥ストレスに関するデータを公開した後、どのような利用が行われているかの検証が
必要である。植物の環境応答の一つのスタンダードになることを期待したい。 

 令和 6年度事業における日本産シロイヌナズナ野生株の遺伝型・表現型情報の充実は第 5期中長
期計画に移行後、オールジャパンのシロイヌナズナ研究の体制作りに必須である。基幹モデル植物であ
るシロイヌナズナの研究は、これまでの変異体解析による順遺伝学アプローチから得られた知見を土台
に、野生株を用いた自然環境での植物の営みの実態把握に移行しつつある。第 5 期中期計画におい
ても、生物間相互作用の研究基盤の整備と共に、当実験植物開発室の基幹となる事業となることは
間違いない。 

 栽培室部門の新規リソース収集、付随情報の取得と公開、野生株のゲノム情報、各種ストレス応答
情報、培養室部門の各種活動、DNA・品質管理部門の計画は適切である。気候変動への適応に
向けた基礎的バイオロジカルな知見や生物間相互作用の研究に向けた研究基盤に貢献出来得ると
考える。 
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（2） 当初計画にない、新規に整備すべきリソース、研究開発、技術開発はあるか 
 日本発のモデル植物であるゼニゴケについては、研究グループとの情報交換や、センターならではのリソー
ス収集や提供を目指されているということで、今後もその形を発展させる方向で進めてもらいたい。 

 情報科学をどのように取り込んでいくかについては、さらなる検討が必要と思われる。個別の研究室で行
えることではなく、理研の情報科学技術と BRC のリソースが結びつくことで、BRC にしかできない情報の
提供が強く望まれる。 

 シロイヌナズナという標準植物リソースの収集・提供やその情報データの重要性は今後ますます大きくな
ると思われる。その意味で、シロイヌナズナのためのシステムの維持は続けてもらいたい。一方で、シロイヌ
ナズナ研究の次を探す努力が続けられているが、植物科学の現状をみると、個別の植物というよりは、
自然界に生育する多様な植物の研究利用へと材料の発散が進んでいるように思われる。そのことが標
準植物としてのシロイヌナズナの重要性をさらに上げていることは間違いない。今後、一般生物学の中で
進められている多様な植物の DNA情報や、可能なら種子あるいは長期保管が可能な植物体組織の
収集なども検討してみても良いかもしれない。 

 最終年度において敢えて新規に取り組むべきリソース整備、研究・技術開発があるとしたら、第 5 期を
見据えた準備として必須であるか検討しなければならない。 

 BRC で研究者コミュニティからの要望に従って判断すべきである。あくまで、限られた人的、施設・設備
的、予算的リソースの中でリソースの取捨選択と併せて考える必要がある。 

 昨年報告のあった、経年劣化した種子（シロイヌナズナ）の発芽能力回復を促す手法についてのトラ
イアルは、ぜひ進めてほしいと思う。 

 
3. その他（長期的展望からの助言や提言等） 

 
 現状の実験植物開発室の事業のための人材確保、育成には十分な努力が払われている。その中で、
若手研究者、技術職員のキャリアパスの問題をどのようにするかは、一研究室を越えた大きな問題であ
ることは間違いがない。今後のリソース事業の展開を順調に進めるためにも、適切な対応が望まれる。 

 室長の後任の問題は、時間的に待ったなしの状況であると聞いている。後任には、植物研究全体への
目配りができる経験と知識、植物科学研究者コミュニティとの良好な人間関係、高いボランテイア精神、
さらには実験植物開発室全体を統括するための指導力と、他組織との円滑な対応力が必要とされ、
正直現在の日本に、それだけの能力を持つ人材が探せるかは簡単ではない。候補者となりうる人材を
積極的に探すため、センターのみならず、関連コミュニティへの協力を強く進めて頂きたい。 

 バイオリソースの収集とその蓄積に加え、それらの付加価値を高めることを業務とするため、今後益々扱
わなければならないリソースの増加は避けらず、モノが増加すればそれを処理するための人材、運営資
金の確保が必要となる。しかし、それは限りのあることなので、図書館の蔵書のデータベース化と同様の
対応も必要となってくる。しかし、それにも増して、増加するリソースの中から、当開発室で扱っていくべき
リソースは何か、厳選する必要ある。当室が国内外の他植物バイオリソース機関にはない誇るべきもの
は何か、そのようなものをさらに磨き上げ、強化していく必要があると考える。キャパシティの問題から重要
なリソースであるが、どうしても開発室で維持できなくなってくるものは、他研究機関との連携強化によっ
てオールジャパンで分散管理していかなければならない。そのような機関を跨いだ体制の整備、協力関
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係の構築が必要であると考える。 
 シロイヌナズナのゲノムリソースの利用はどんどん減ると思われるので、第 5期では、凍結保存への移行を
計画的に行う必要があるかの検討を継続されるのが良いと思われる。 

 世界の人口増による食料需要の増大、肥料・燃料など資源の高騰、地球温暖化の進行などに対応
する作物の開発は急務である。これらの問題解決に資するシロイヌナズナ研究成果の創出や広報活動
はますます重要になると考えられる。BRC のプレゼンス向上のためにも引き続き積極的な取り組みが求
められる。長期環境変化応答にフォーカスを向けた資料収集や研究方法の提案も考えても良いと思わ
れる。 

 遺伝子組換え体種子の取り扱いについては、カルタヘナ法遵守の観点から、人材育成も含め、引き続
き高いレベルでの業務推進をお願いしたい。 

 今まで中心であった「何をリソースとして収集し保存し情報を付加して提供していくか」というテーマから、
「何を残し、何を捨てるか、どのように配布リソースから外すか」といった議論を考えなければいけないように
変わったということは事業の成熟を示しており、非常に重要な議論である。同様のリソース保存機関との
情報交換も一助になるであろう。 

 最近の生物多様性条約 CBD での DSI の議論は今後の BRC の活動ポリシーに重要であり、常に情
報を入手しするためにも CBD の締約国会議 COP や名古屋議定書の締約国会議 MOP、非公式協
議にオブザーバーを送るべきである。 

 輸出入に関する植物検疫はわが国だけではなく国際的に厳しくなっている。これは植物病害の国際的
流動性の高まりによる植物病害のリスクに対処するためであり、遵守が重要である。NBRP イネ運営委
員会では植物防疫所から係官を講演に招いて最新の情報を得ている。植物防疫所との関係を常に保
ち最新の情報を入手して欲しい。 

 ミナトカモジグサの第 4 期全体での提供が、他リソースを含む全累積 10,948 件のうち、わずか 204
件、論文も 20本ということであれば、それほど需要が大きいとは思えない（シロイヌナズナだけで 1年間
に 33 本）ので、室長の交代を近い将来に控える今、委員長の問うたように、人的リソースをこれにどれ
だけ割くか、改めて考える必要があると思われる。 


